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（総則） 

第１条   この規程は、公益財団法人井上育英会（以下「井上育英会」という。）の定款３５条に規 

定する会員により構成される賛助会（以下「この会」という。）の構成及び運営について 

定める。 

 

（名称） 

第２条  この会は、桜菱会と称する。 

 

（目的） 

第３条  この会は、井上育英会事業を後援することを目的とする。 

 

 (会員) 

第４条   この会の会員は、井上育英会の主旨に賛同する個人及び団体とする。 

 

（会員の種類） 

第５条   この会の会員の種類は、個人会員及び団体会員とし、その基準は原則として下記による。 

（１）個人会員は、かつて井上育英会の貸費を受けた者、現に受けている者、同会の業務 

に関係ある者及びその他井上育英会の主旨に賛同する者にして理事が承認した者を 

いう。 

（２）団体会員は、井上育英会の主旨に賛同し寄付等の支援を行う意思を有する法人、団 

体にして理事長が承認したものをいう。 

 

（役員） 

第６条   この会は、役員として会長１名を置く。必要により副会長若干名、幹事若干名を置く 

ことができる。 

 

（任命） 

第７条   役員は、井上育英会の理事長が委嘱する。 

 

（任期） 

第８条   役員の任期は、２年とする。但し再選を妨げない 

 

（処遇） 

第９条   役員は、無報酬とする。但し、業務に係わる出張旅費等必要経費は支給する。 

 

（任務） 

第１０条  会長は、この会を代表しこの会の業務を統轄する。 



２ 副会長は、会長を補佐し会長の定めるところにより会長の職務を代理する。 

３ 幹事は、会長の命を受け業務を遂行する。 

４ 会計事務その他日常の事務は、井上育英会事務局が担当する。 

 

（会費） 

第１１条  個人会員についての会費は、年を単位とし以下のとおりとする。 

（１）貸費を受けている学生又は受けたことのある学生  免除 

（２）卒業した年から１０年を経過していない者（(１)を除く。） ３,０００円 

（３）その他  ５,０００円 

    ２ 団体会員についての会費は、別途定める。 

       ３ 前２項にかかわらず、やむを得ない事情により会費の支払いが困難と認められる者の会

費は、理事長の承認によりその額の一部又は全額を免除できる。 

 

（会費の使途） 

第１２条  会費は、毎事業年度における合計額の５０％以上を当該年度の公益目的事業に使用する。 

 

（弔慰金） 

第１３条  この会の個人会員が死亡した場合は、香料５,０００円を奉呈することができる。 

 

（改廃） 

第１４条  この規程の改廃は、この会の役員の審議を経て井上育英会の理事会に付議する。 

 

  附 則 

 この改訂は、令和７年３月１４日から施行する。 


